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点
で
ム
鯖

關

『

君
が
誰
に
も
ま
れ

か
な
t
い
と
な
り
人
よ

若
い
日
の
友
と
し
て
君
を
愛
す
る

わ
た
し
の
偶
然
の
友

君
を
愛
す
る

よ
ζ
し
ま
な
運
命
の
た
わ
む
れ
に

永
却
君
と
分
癒
る
と
も

い
ま
壁
に

の
ち
秘
め
ご
と
に
分
た
る
と
も

紅
い
落
日
の
残
照
が
い
ま
わ
の
き
わ
に

わ
た
し
の
ひ
と
や
の
窓

へ

」
別
れ
の
挨
拶
を
於
く
り
く
る
こ
ろ

鉄
の
小
銃
を
杖
に
立
ち
な
が
ら

牢
守
り
は
す
ぎ
し
日
を
想
い
つ
つ

ま
ど
ろ
み
に
入
る

監 "

レ

エ
ッ
チ
ン
グ
「真
実
は
死
ん
だ
」
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h

ゴ
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遷

・点
の
中
の
ひ
ら
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豪
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・
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「

こ
の
時

冷
た
い
壁
に
ひ
た
い
を
つ
け

わ
た
し
は
聴
く
ー
と

闇
の
し
じ
ま
の
な
か
を

鴛
の
う
た
節
が
き
こ
え
て
く
る

な
ん
の
歌
か
は
知
ら
ぬ

た
だ
愁
に
み
ち
て

ひ
と
2
音
に
ま
た
の
音
つ
づ
き

涙
の
ご
と
く
し
ず
か
に
流
れ
流
れ
る

か
の
よ
き
日
の
の
ぞ
み
と
愛
と
が

わ
た
し
の
胸
の
な
か
で
ふ
た
た
び
蘇
え
り

想

い
は
遠
く
か
な
た

へ
は
せ

頭
に
は
情
炎
あ
ふ
れ
・

血
は
た
ぎ
り
ー
は
て
は
湧
く
涙

歌
声
の
ご
と
く

一
つ
ま
た

一
つ
流
れ
る

閣

、竃

レ㎜

『
と
な

り

人
」
H

レ
ー

ル
モ

罰

　ン

ト

フ

作

・
プ
ー
シ
キ
ン
の
死
を
悼
ん
で

層
か

れ

た

「詩
人
の
死
」
が
、
当
局
の
忌
躊
に
ふ
れ
て

り

　
ほ
さ
れ
て
い
た
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河合塾生諸君
受 験生 諸君

汝
自
ら
を
求
め
よ

河
へ
51
垂
創

ケ
、爵

河

合

逸

治

入
土
は
求
む
る
に
在
り
。

果
し
て
何
を
求
む

べ
き
か
。

名
誉
か
。
栄
華

か
。
ギ
リ
シ
ア
の

ル
フ
ァ
イ

の
殿
堂

の
.入

ロ
に

「
汝
自
ち
を
知
れ
』
と
印
刻
さ
れ
て

い
ろ
ズ
↓
そ
れ
は
要
す
る
に
、
自
ら
を
求
め

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
た
自
ら
の
使
命
を

見
出

し
て
そ
れ
を
飽
く
迄
追
求
す
る

歓
び
が
諸
君
の
す
べ
て
に
与
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、

こ
れ
が
、
神

の
み
あ
ーぐ
み
で
あ
り

こ
う
し
た
確
固
た
る
信
念
を
抱

い
て

わ
れ
ら

の
塾

に
集

っ
て
も
ら

い
た

い
。

自
分
を
掘
下
げ
て
使
命

に
生
き

る

ー
そ
の
た
め
に
、
い
そ
し
ん
で
も
ら

い
た

い
。

ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ

ス
ト
に
も

『
お
前
自
身

を

知
れ
。
お
前
の
仕
蓄

為
に
。
た
ゆ

、

ま
ざ

る

鍛

練
を

学

べ
」

と
言

っ
マ

い
る
。

,

し

・
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9陀 悌 大

礁
年
、
京
都
大
学
の
入
試
は
六
年
ぷ

り
に
、
機
動
隊
の
い
な
い
、
ロ
ッ
ク
・

ア
ウ
ト
な
し
の
状
態
で
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
大
学
闘
争
後
、
六
年

目
に
し
て
、
京
都
大
学
が
「正
常
」
に

な
っ
た
か
ら
と
か
、
「大
学
と
し
て
の

静
け
さ
」
を
取
り
戻
し
た
か
ら
で
は
な

い
.
反
対
に
京
大
闘
争
の
中
で
つ
き
う

け
ら
れ
た
膏
発
は
、
こ
の
七
年
間
、
少

し
も
大
学
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

受
験
生
潴
君
は
、
現
在
敦
養
部
で
バ

リ
ケ
ー
ド
・
ス
ト
ラ
イ
キ
が
決
行
遠
れ

て
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
私
学
に

お
け
る
大
幅
な
学
費
の
健
上
げ
、
そ
れ

に
、
今
年
か
ら
爽
施
さ
れ
る
国
立
大
学

に
お
け
る
入
学
典

入
試
検
定
料
の
値

上
げ
に
対
す
る
闘
い
は
、
京
大
で
圧
倒

的
な
学
生
の
決
起
の
も
と
に
闘
わ
れ
て

い
る
。

.一

ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
斬
大
管
法
粉

砕
闘
争
、
臨
時
融
員
の
問
題
を
め
ぐ
る

■
い
、
モ
れ
に
竹
本
妬
分
粉
砕
闘
争
等

一が
、
こ
の
数
年
聞
持
続
的
に
闘
わ
れ
て

一来
た
・

今
年
の
入
試
が
い
か
な
る
状
態
の
も

と
で
爽
麺
さ
れ
よ
う
く

受
験
生
諮
君

が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
さ
め
左
眼
で
こ
の

京
郵
大
学
を
見
猪
め
て
ほ
し
い
。

以
上
を
前
鍵
き
と
し
て
、
以
下
簡
単

に
翻
注
意
を
述
べ
て
み
た
い
.

.
」
、
=
月
二
日
に
本
部
鷹
内
時
計
台

醜
お
よ
藝

霧

示
板
に

澱
験
会
掲
、
蹄
注
意
事
項
が
張
り
出
さ

れ
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。
懸
験
当
日

の
行
勘
予
淀
等
は
す
べ
て
こ
の
想
示
に

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず
見
て
お
か

、炉

ρ

,
、

.

「
「
入
試
前
日
ま
で
に
、
自
分
が
試

験
を
受
け
る
教
窒
を
見
て
お
く
こ
と
。

大
学
に
は
同
じ
よ
う
な
建
て
物
が
い
く

つ
も
あ
る
の
で
、
受
験
当
日
広
い
構
内

の
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
探
し
ま
わ
る
こ
と

に
な
る
。

三
、
試
験
の
開
始
は
午
前
九
時
で
あ

る
が
、
集
合
時
刻
は
例
年
八
時
半
に
な

っ
て
い
る
。
交
通
機
関
の
混
雑
や
、
思

わ
ぬ
事
故
も
考
慮
し
て
且
め
に
集
る
方

が
よ
い
。
前
日
に
で
.も
、
試
験
当
日
と
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難
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で
き
る
。
こ
の
場
合
、
身
分
証
明
霞
か

印
鑑
が
必
要
。

五
、
試
験
場
で
筆
誕
用
員
と
し
て
使

用
で
き
る
の
は
、
黒
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

ナ
イ
ソ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
試

験
中
に
鉛
筆
を
け
ず
る
の
は
イ
ラ
イ
ラ

す
る
し
、
時
間
の
ム
ダ
に
も
な
る
の
で

鉛
筆
は
多
め
に
用
意
し
て
お
く
方
が
得

箪
。六

、
試
験
場
で
の
下
駄
は
き
は
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ

ー
、
マ
ス
ク
、
手
袋
は
使
用
可
。
た
だ

し
、
マ
ン
ト
着
用
、
座
ブ
ト
ン
の
使
用

は
不
可
。
寒
い
場
合
に
は
、
才
・・パ
F

等
を
座
プ
ト
ン
や
足
か
け
の
か
わ
り
に

す
れ
ば
よ
い
。

七
、
一.戸
五
日
の
試
験
終
了
後
、
健

康
診
断
の
指
刀
に
従
わ
な
い
場
合
は
、

入
学
を
許
可
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
注
意
さ
れ
た
い
。

八
、
受
験
票
は
、
合
格
し
た
場
合
、

後
に
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

手
元
に
残
し
て
お
く
こ
と
。

九
、
昼
食
に
つ
ーい
て
は
弁
当
か
パ
ン

等
を
持
参
す
る
の
が
賢
明
。
遠
距
継
か

ら
の
受
験
生
は
泊
り
込
む
ホ
テ
ル
、
旅

館
な
ど
に
頼
め
ば
用
意
し
て
く
れ
る
。

学
内
に
は
い
く
つ
か
の
生
協
食
堂
が
あ

る
が
、
当
日
は
非
常
に
混
雑
す
る
し
、

大
学
周
辺
の
食
鴬
も
同
様
に
こ
み
合
う

恐
れ
が
あ
り
、
気
分
的
に
も
落
ち
着
か

な
い
.
.

電
報
は
本
社
・同
学
会
に

防
寒
の
用
意
を
忘
れ
ず
に

十
、
コ
肩
の
初
旬
は
特
に
気
綴
の
変

化
し
や
す
い
時
節
で
あ
り
、
こ
れ
.ま
で

の
入
試
を
見
て
も
、
雪
の
ち
ら
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
と
に

今
年
は
、
十
六
年
ぶ
り
の
大
雪
に
な
る

な
ど
、
例
年
に
比
べ
て
窯
、が
厳
し

い
。
防
寒
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
尋
は

ら
わ
れ
た
い
。
ガ
タ
ガ
タ
と
ふ
る
え
な

が
ら
の
入
試
ほ
ど
み
じ
め
な
も
の
は
な

い
。十

一、
地
方
の
受
験
rよ

夫
知

の
場
所
で
あ
る
か
ら
、
も
し
兄
弟
、
知

人
、
先
惚
な
ど
が
京
都
に
し

、
そ

の
人
に
案
内
を
た
の
め
ば
安
心
↑.、あ

る
。十

二
、
合
格
至
急
電
報
は
、
是
h
経

験
と
偲
用
を
持
つ
京
大
新
閣

.ン

～

学
生
自
治
会
・
同
学
..が

あ

い
ま
す
。
二
日
か
ら
本
部
時

酊
な

ど
で
受
け
付
け
を
は
じ
め
る
の
へ、」、
ど

し
ど
し
申
じ
込
ん
で
ほ
し
い
。
嗣
疑
は

一
部
の
私
設
団
体
が
営
利
を
1
的
に
、

姻
似
の
受
け
付
け
を
行
な
う

.
,が
あ

る
が
、
非
公
式
な
の
で
閥
違
い
の
お
そ

れ
も
あ
り
注
意
し
て
ほ
し
い
。

"噛'い噺閃曜㎜
゜

醐椰蜘謹㎞蝋

鼠

験
会
場

へ
の
交
通
機

関

▼
阪
急
四
条
河
原
町
か
ら

市
電
②

四
条
河
原
町
↓
河
原
町
今
出
川
↓
百
万
遍
、
農

学
部
前

市
バ
ス
③

四
条
河
原
町
↓
河
原
町
今
出
川
↓
百
万
遍

市
バ
ス
(細
)
⑪

四
条
河
原
町
↓
祇
園
↓
近
衛
通
、
東
.

一
条
、
百
万
遍

▼
国
鉄
泉
瓠
駅
か
ら

市
電
⑥

京
都
駅
↓
東
山
七
条
↓
近
衛
通
、
東
一条
、
百

這市
電
②

京
都
駅
↓
四
条
河
原
町
↓
百
万
適
、
農
学
部
前

市
バ
ス
⑯

駅
都
駅
↓
近
衛
通
、
東
「
条
、
百
万
遍

〈
注
憲
〉
京
阪
線
利
用
者
は
、
三
条
京
阪
か
ら
駁
大
へ
の

交
通
機
関
が
不
便
な
の
で
、
四
条
駅
で
下
車
し
、
市
バ
ス
⑳

(
ー
)
を
利
用
レ
た
方
が
便
利
で
す
。

京
都
駅
か
ら
を
除
い
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
は
保
証
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

'

鼠
験
が

終

。
た

ら

例
年
、
京
大
入
試
は
三
、
四
日
が
寒
く
、
試
験
の
終
る
五

日
は
か
ら
り
と
春
の
陽
ざ
し
と
な
る
。
の
ん
び
り
と
し
た
初

春
の
京
都
を
溺
喫
し
て
ほ
し
い
。

ま
ず
、
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
に
最
遡
の
場
所
か
ら
。
百
.刀

遜
か
ら
西
へ
五
分
も
歩
く
と
鴨
川
河
原
に
出
る
。
藩

さ
れ

た
芝
生
が
最
高
の
寝
心
地
だ
。
鴨
川
の
さ
ら
に
西
は
、
京
都

暫

o=
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冒
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=
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一
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冒
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匙
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甲.;
■■亀

.,̀
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吊

衡
苑
(御
所
)森
と
芝
生
が
広
が
っ
て
い
る
。
花
も
ほ
し
い
と

い
う
人
は
租
物
園
(市
電
⑥
⑯
で
北
上
、
植
物
園
前
下
璽
)

へ
。
広
本
勇
し
さ
と
も
申
し
分
な
い
。

古
都
の
褻
囲
気
と
い
う
点
で
は
、
洛
北
の
名
刹
。
京
大
周

辺
で
は
、
吉
田
山
を
越
え
て
、
真
如
堂
、
法
然
院
。
有
名
な

哲
掌
の
道
に
沿
っ
て
北
へ
上
れ
ば
銀
閣
寺
。
南
へ
下
れ
ば
南

禅
寺
が
あ
る
。
北
ヘ
バ
ス
に
乗
る
と
、
比
叡
山
の
麓
に
詩
仙

堂
、
万
妹
院
が
あ
る
。

そ
し
て
静
か
な
雰
囲
気
よ
り
も
、
学
生
向
き
の
新
名
所
を

と
い
う
人
を
も
、
京
都
の
街
は
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
る
だ
.つ

う
。
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新 学 期 開講4月2旧
東 大 受 験 科 レ私 立 理 工 受 験 科

レ早 慶 文 科 受 験 科
各科選抜 ・無試験クラス設置
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一

「

冨

L

定
昌
願

◎

●

●

■

■

8■ ▼ 4▲ ■
■

`

響

レ

7

1広島県福 山市吉津町12'Q22-3006・3691

伝 統 と実績
■本館は昭和認年名門高拉誠之館高校補習科を大学受験の予備板

として充実発展させ、広島県東部、圓山県西部の受験生の要望

に応える為に設立されたものである。東大 ・京大 ・東工大 ・一

携大 ・阪大・外大 ・岡大 ・広大等国立大学への進単は醤うに及

`ぜ 、早火 ・同志社 ・関学等一流大学に合格する書 も致多い。

在鰭者の学力水準の高さは全国でも トップクラスに入る。

能 力別 編 成(小数定員)

■ 特 別 受 験 科90名(選 抜制)

対 象:東 大 ・京大 ・阪都 ・一横大 ・九大 ・

名 末尊 国立医学部志望者.

要 項

試験日 発 襲 ス学手続.

鋸一団 遇線テスト3月27日3月30日 正午4月3日 まで

第二唱 難抜テスト4月3日4月5日 正午4月6'日o

尋三画 遷豫テス ト4月7日4月8日 正午4月9日o

楽 一定学力水取 樋 してい蹄 のみを合格看とナるので頗 激下の
湯合もある●48年度を例にとっば合絢轡麟80名としは・その中ユ8
名は二湖国立大学在籍者.大 学卒桑書・
鯨 ・京俸の一流予爾枚の午煎部食格轡で*館 の冠蜘 冶 賂出来
た場合、本館に入学手続懸をとっている者が多い.

巌 零鰭生全員の勃 水準;玲 国的換試よりみて侵秀校とじてランク
されているが、特別受験科のみをとれば全国でトップホ準に身
ている。

圏

1,抜 群の合格率2,少 数定員制による徹底指導

3,融 自の カリキュラム編成4,学 一わ尋聖凋宣い

しを乞 う

予 備
ワ賜2050・
島区北 大塚1一

昭和49年度合格大学

3月7日 午後 よ り来 校 者 に交付

郵送は入学要項 と併せ 切手150円

京 大入試 英・数・国 全 題 解 答 解 説 書

石 田 憲 次顧 問

京大名誉教授 文学博士

●

囹贋立1期 校 北海道大、金沢大、千葉大、東京大、東底
簡船大、名古屋火、京都大、大阪大、神戸
大、岡山大、広島大、鳥取大、徳島大、高

難潔 麟 臨 警論 大阪献
圏国立2期 絞 郡馬大、東京外語大、束京医科搬科夫、東京

学大ボ東京農工大、電気通信大、富山大
山梨大、信州大、静岡大、愛知教育大、名
工 大、大阪教育大、大阪外語大、神戸外大
島根大、山口大、香川大、愛媛大、鹿児島

搬 概 大 蕩 畑 名)畑 工大〔、7名順 学(、。名)
同志社大(知名)立 命館大(60名)関 学〔30名)
.同志社大(43名)立 命館大950名)早 稲田大
(44名1實 応大(25名)明 治大(31名)東 京理
大(L8る)中 央大(22名 〉法政大(26名 〉その
他立教大、青山学院大等75大学385名

福山英数学館に在籍した書の氏名のみ記載し、講習灸の受講
者・模試のみの受験者等を記載し誇大に宣伝することはない。

囮
(A)一 学期のみでやめ る者がいない。従 つて他校の如 く

9月 に後期生の募集 はしない。

(6)か って在籍 した.諸君の弟妹 の入学者が多い。

(C)全 国的に生徒 数が減少 している中で、毎隼増加 し昨

年度はカ{なりり希望者 をお断 りし、全国的 に最 も注

目されてい る予備校の一つ であ.る。

京都市左京区岡崎徳成町5〒6C6電 話 代表 ⑩75>一η1-61翌
京阪四乗又は阪急河原町より市バス(201)又は(2Q21で 東山二条西北角

新掌年度は昼夜と.も4月17日(木)始 菜

!脳 京大(訪 匂 合儲 のz会 員比率 欄

'74合 格者 会員 晃 '74合 格者 会員 渉
r

'73合 格者 会員%1,73合 格者 会員% '72合格者 会員 覧 '72合 格者 会 員 覧
'

大 手 前100・3131
北 野 ユ005050

甲 陽844958

天 王 寺791830
京 教 付602033

洛 墨582848
尾 旭 丘572747

岐 阜541630

版 教 付482042
紳 戸.401845

三 国 丘362261
膳 所35926

薯 島33ア21

津32825
1・ 中31826

高 松 松27933
婚 路 西2614

城 南 ・26831
明 和225'23

長 田2工733'

朝 日211257'

灘201470
商 岡20420'四 条 畷 ゜193ユ6

.津 ユ92ユ1

彦 根 粛19632
広 大福 山 ユ8844'

淳 心 ユ715
.茨 幽木 ユ6'850

天 王 寺12Q2622

北 野U44640

大 手 前943133

甲 陽764053

京 数 付591831

洛 黒541831.
岐.阜481225

●.

謄 所 壁 醤27

神 戸361439

高 津341132

三国 丘331752

藤 島33618

.高 松32825

阪 教 付301343 ,
城 南301薯37

尾 旭丘29828

天 王 寺1132421
・悲 野 ユ042221

大 手 前79⑱23.
洛 星683247
甲 陽673958

京 数 付582035
旭 丘461737
神 戸451942
膳 所428.19
岐 単407ユ8
徳島城 南361644
姫 路 西34721

高 津33・1236
津28829

三 国 丘261038
阪 軟 付25】144
薫 島2428
彦 根 東24729

明 和24625

修 道24521
静 周22448
茨 木21524
量 申2二1.5
住'吉202ユ0
奈 女 付19842
広 六 付 ユ9842
東 天 守 ユ81056

紫 野17847
修 鉄 館17318・
高 松24417

1吐113834330
計 工138・41937.

計863290'34 ・1
その他135937628そ の 他1お9431ρ31

その他165153733
合 ・劃249771929合 ㈱)7850.34 「

合 計25ユ482733
.■■o

Z会(増 進会)随
◆

静岡県修善寺局 私書箱2号

英 し数 ・国の通信添削 月3回 指 導 ・基礎科(声2以 上ン

会則 ・合格 者名簿 ・ノ、ガキ申込次第購呈(〒 恥410-24). 、.

.

'

.受験科(高3以 上)
・

・根底科(商1以 上)

国公立医進 コーズ

国公立理工 コース

国公立文系 コース

160名

220名

180名

昭和49年 度医進コース合格者

大

大

大医阪

京

神

大

9

26

35

そ の 他90

阪 大14

京府医大4

関西医大11

計 199

本校入試3月 認日(1回 浪り)

顧書受付3月17日 より3月26日 まで
(日咀、祝日を除く)

順柾増 神戸b東 醒区御影£∫岸4:155ア
【販急御彰駅下以西常300卿).徒 歩3分

■658TEL(078)85!一'OO50

学則G葦 偶共300円)
4
' 一


